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１．これまでの活動経緯 （資料１）

２．平成２９年度点検結果 （資料２）

３．平成３０年度点検計画 （資料３）

４．平成３０年度活動計画（案） （資料４）
（１）活動方針
（２）活動全体スケジュール
（３）メンテナンス会議
（４）こ道橋連絡会議、道路鉄道連絡会議
（５）技術力向上
（６）技術支援
（７）広報

５．取り組み事例紹介 （資料５）
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【会議設立趣意】

インフラの老朽化対策が社会的な課題

地方自治体においても、道路インフラを適正に維持管理していくことが重要

特に市町村では、道路構造物の維持管理についての技術ノウハウや土木技術系職員
が不足しているなどの課題

今後は、点検や計画策定の定期的な実施に加え、それに基づく修繕の実施も大きな
課題

国において策定された「インフラ長寿命化基本計画」に基づき、各インフラの管理
者は、「インフラ長寿命化計画」及び「個別施設毎の長寿命化計画を策定する必要
あり

これらを踏まえ、橋梁・トンネル等の定期的な点検がスタートしようとするこの機
に、道路管理者が連携しながら、技術力の向上、インフラの長寿命化の推進、さら
には道路インフラの維持管理についての情報共有や課題解決への連携を深め、道路
の管理を効果的に行っていくことが急務

これらの取り組みに当たっては、個々の道路管理者で対応するよりも県内道路管理
者が一体となって対応することが効果的であり、そのための新たな組織が必要

１．メンテナンス会議の目的

資料１１．これまでの活動経緯
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１．メンテナンス会議の目的

資料１

【規 約】

（事業）第3条 会議は第2条の目的を推進するため、次の事業を実施する。

（1）道路メンテナンスに関する情報共有に関する事業
（技術基準説明会や現地研修会の実施、損傷事例や対応事例、点検や措置状況等）

（2）関係者の意見調整に関する事業
（点検、補修等に重点的に取り組むべき路線に関する意見調整、対外協議に関する
調整等）

（3）国民・道路利用者等を対象とした広報に関する事業
（点検結果や構造物の健全度に関する情報発信、老朽化対策に関する関心と理解の
醸成等）

（4）前各号に挙げるものの他、会議の設立の目的に沿った活動の企画及び実施に関す
る事業

１．これまでの活動経緯
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青森道路メンテナンス会議の活動記録（平成２６年度）

資料１

年度 月 会議開催 研修・講習会 広報活動

2014
（H26）

4

5 青森県道路メンテナンス会議
設立総会・第１回会議(5/23)

6 「道の駅」なみおか パネル展示 6/19～
6/29

7 「道の駅」浅虫温泉 パネル展示 7/1～7/10
「道の駅」とわだ パネル展示 7/12～7/21

8

9
青森県道路メンテナンス会議
第２回会議(9/9)

橋梁点検現地研修会（平川橋）
市町村参加者１２名 (9/3)

橋梁点検現地研修会（馬淵大橋）
市町村参加者２８名 (9/18)

10

11 老巧化対策現場見学会（新城大橋）
一般参加者２２名 (11/1)

12

1 青森県道路メンテナンス会議
第３回会議(1/9)

2
3 青森県こ道橋連絡会議（設立）(3/20)

１．これまでの活動経緯
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資料１

年度 月 会議開催 研修・講習会 広報活動

2015
（H27）

4
5
6 青森県道路メンテナンス会議

第１回会議(6/11)

7

青森県道路メンテナンス会議
ブロック会議（三八地区）(7/27)

青森県道路メンテナンス会議
ブロック会議（中南地区）(7/29)

青森県道路メンテナンス会議
ブロック会議（東青地区）(7/31)

8

青森県道路メンテナンス会議
ブロック会議（西北地区）(8/3)

青森県道路メンテナンス会議
ブロック会議（下北地区）(8/5)

青森県道路メンテナンス会議
ブロック会議（上北地区）(8/7)

青森県道路メンテナンス会議
第２回会議(8/24)

9
10
11 老巧化対策現場見学会（鶴ヶ花トンネル）

一般参加者２０名 (11/7)

12
1 青森県道路メンテナンス会議

第３回会議(1/18)
道路施設点検に関する研修会
県市町村参加者３４名 (1/20)

2
3

青森道路メンテナンス会議の活動記録（平成２７年度）
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資料１

年度 月 会議開催 研修・講習会 広報活動

2016
（H28）

4
5

6 青森県道路メンテナンス会議
第１回会議(6/30)

7 青森県こ道橋連絡会議(7/27)

8

9 ・長島地下駐車場通路 パネル展示 9/23～11/18

10 ・五所川原市役所 パネル展示 10/24～11/2

11

青森県道路メンテナンス意見交換会
(11/10)

青森県道路メンテナンス
現地研修会（新城大橋）
市町村参加者１８名 (11/11)

青森県道路メンテナンス 現場見学会
（高田高架橋）工業高校生３５名 (11/17)
・青森県庁ロビー パネル展示 11/7～11/18
・八戸市役所ロビー パネル展示 11/21～11/30
・むつ市役所ロビー パネル展示 11/28～12/9

12 ・「道の駅」おがわら湖 パネル展示 12/20～

1 ・東北縦貫道 津軽SA(上下) パネル展示
1/17～2/28

2

3
青森県道路鉄道連絡会議（設立）(3/7)
青森県道路メンテナンス会議
第２回会議(3/7)

青森道路メンテナンス会議の活動記録（平成２８年度）
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資料１

年度 月 会議開催 研修・講習会 広報活動

2017
（H29）

4 ・「道の駅」奥入瀬 パネル展示 4/4～

5 ・長島地下駐車場通路 パネル展示 5/8～
6/30

6

・「道の駅」はしかみ パネル展示 6/5～
・「道の駅」ろくのへ パネル展示 6/5～
・「道の駅」なみおか パネル展示 6/21～
・十和田市民交流プラザ パネル展示 6/9

～6/13

7
青森県こ道橋連絡会議(7/26)
青森県道路メンテナンス会議
第１回会議(7/26)

8 ・「道の駅」浅虫温泉 パネル展示 8/21～

9 既設橋の耐震対策講習会 (青森中央IC橋)
県市町村参加者３５名 (9/25)

・建設業元気応援プロジェクト展イベン
ト・観光物産館 パネル展示 9/23～9/24

10 青森県道路メンテナンス現地研修会
（小湊橋）市町村参加者１７名 (10/27)

青森県道路メンテナンス現場見学会
（平川橋）工業高校生３５名 (10/25)

11
青森県道路メンテナンス特別講演会
国県市町村参加者１１０名 (11/28)

・青森県庁ロビー パネル展示 11/6～
11/10

・古川地下道 11/24～

12 青森県道路メンテナンス会議
第２回会議(12/18)

1

2
青森県道路メンテナンス会議
第３回会議(2/13)
青森県道路鉄道連絡会議(2/13)

3

青森道路メンテナンス会議の活動記録（平成２９年度）
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資料２－１

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の
点検実施率

国土交通省 319 40 59 98 77 45 86%

高速道路会社 219 17 36 51 48 67 69%

都道府県 2,288 514 431 480 442 421 82%

市町村 4,235 607 605 1,214 1,255 554 87%

合 計 7,061 1,178 1,131 1,843 1,822 1,087 85%

（１）道路橋の点検実施状況（①全橋梁）

・東北（参考）

・青森県

※数値は速報値のため変動することがあります

管理者 点検実施総数 H26点検実施数 H27点検実施数 H28点検実施数 H29点検実施数 H30点検計画数
H29迄の
点検実施率

国土交通省 4,138 671 632 1,284 938 613 85%

高速道路会社 2,956 294 320 707 748 887 70%

都道府県 16,738 2,438 3,200 4,366 3,747 2,987 82%

市町村 49,962 4,421 10,423 14,989 14,229 5,900 88%

合 計 73,794 7,824 14,575 21,346 19,662 10,387 86%

※7/27時点集計値
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資料２－１

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の
点検実施率

国土交通省 22 1 7 10 1 3 86%

高速道路会社 36 0 4 20 3 9 75%

都道府県 39 4 4 18 10 3 92%

市町村 94 9 16 37 30 2 98%

合 計 191 14 31 85 44 17 91%

（１）道路橋の点検実施状況（②緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋）

・東北（参考）

・青森県

※数値は速報値のため変動することがあります

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の
点検実施率

国土交通省 260 41 27 130 37 25 90%

高速道路会社 489 11 48 159 122 149 70%

都道府県 163 31 30 76 20 6 96%

市町村 496 78 110 172 106 30 94%

合 計 1,408 161 215 537 285 210 85%

※7/27時点集計値
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11

資料２－１

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の
点検実施率

国土交通省 38 3 5 12 16 2 95%

高速道路会社 4 0 0 0 1 3 25%

都道府県 61 5 11 17 16 12 80%

市町村 59 7 6 10 20 16 73%

合 計 162 15 22 39 53 33 80%

・東北（参考）

・青森県

（１）道路橋の点検実施状況（③跨線橋）

※数値は速報値のため変動することがあります

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の
点検実施率

国土交通省 290 61 49 60 65 55 81%

高速道路会社 88 0 2 12 29 45 49%

都道府県 416 16 78 128 108 86 79%

市町村 419 31 40 90 128 130 69%

合 計 1,213 108 169 290 330 316 74%

※7/27時点集計値



２．平成２９年度点検結果について
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資料２－１

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の
点検実施率

国土交通省 282 37 51 88 67 39 86%

高速道路会社 219 17 36 51 48 67 69%

都道府県 1,451 336 311 317 311 176 88%

市町村 19 3 4 4 6 2 89%

合 計 1,971 393 402 460 432 284 86%

・東北（参考）

・青森県

（１）道路橋の点検実施状況（④緊急輸送道路を構成する橋梁）

※数値は速報値のため変動することがあります

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の
点検実施率

国土交通省 3,489 560 538 1,124 766 501 86%

高速道路会社 2,952 297 315 706 748 886 70%

都道府県 6,820 992 1,569 2,010 1,344 905 87%

市町村 659 73 301 171 73 41 94%

合 計 13,920 1,922 2,723 4,011 2,931 2,333 83%

※7/27時点集計値



２．平成２９年度点検結果について
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H29点検結果（全道路管理者）

資料２－１

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 77 36 31 10 0

高速道路会社 48 1 44 3 0

都道府県 442 249 159 34 0

市町村 1,255 572 574 108 1

合 計 1,822 858 808 155 1

（国土交通省）

（２）道路橋の判定区分（①全橋梁）

・東北（参考）

・青森県
（高速道路会社） （都道府県） （市町村）

H29点検結果

※数値は速報値のため変動することがあります

1
2%

44
92%

3
6%

0
0%

36
47%

31
40%

10
13%

0
0%

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 938 394 434 110 0

高速道路会社 748 12 658 78 0

都道府県 3,747 1,133 2,146 467 1

市町村 14,229 5,497 7,729 997 6

合 計 19,662 7,036 10,967 1,652 7

※7/27時点集計値

249 
56%

159 
36%

34 
8%

0
0%

572 
45%574 

46%

108 
9%

1
0.1%

858 
47%808 

44%

155 
9%

1 
0%

判定区分Ⅰ

判定区分Ⅱ

判定区分Ⅲ

判定区分Ⅳ



２．平成２９年度点検結果について
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H29点検結果（全道路管理者）

資料２－１

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 1 0 1 0 0

高速道路会社 3 0 3 0 0

都道府県 10 6 4 0 0

市町村 30 7 23 0 0

合 計 44 13 31 0 0

・東北（参考）

・青森県

（２）道路橋の判定区分（②緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋）

※数値は速報値のため変動することがあります

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 37 9 24 4 0

高速道路会社 122 3 105 14 0

都道府県 20 8 9 3 0

市町村 106 21 71 14 0

合 計 285 41 209 35 0

※7/27時点集計値

13
30%

31 
70%

0
0%

0
0%

判定区分Ⅰ

判定区分Ⅱ

判定区分Ⅲ

判定区分Ⅳ



２．平成２９年度点検結果について
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H29点検結果（全道路管理者）

資料２－１

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 16 2 9 5 0

高速道路会社 1 1 0 0 0

都道府県 16 7 7 2 0

市町村 20 6 10 4 0

合 計 53 16 26 11 0

・東北（参考）

・青森県

（２）道路橋の判定区分（③跨線橋）

※数値は速報値のため変動することがあります

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 65 6 48 11 0

高速道路会社 29 2 25 2 0

都道府県 108 26 60 22 0

市町村 128 15 73 40 0

合 計 330 49 206 75 0

※7/27時点集計値

16 
30%

26 
49%

11 
21%

0 
0%

判定区分Ⅰ

判定区分Ⅱ

判定区分Ⅲ

判定区分Ⅳ



２．平成２９年度点検結果について
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H29点検結果（全道路管理者）

資料２－１

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 67 30 27 10 0

高速道路会社 48 1 44 3 0

都道府県 311 164 117 30 0

市町村 6 0 4 2 0

合 計 432 195 192 45 0

・東北（参考）

・青森県

（２）道路橋の判定区分（④緊急輸送道路を構成する橋梁）

※数値は速報値のため変動することがあります

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 766 307 372 87 0

高速道路会社 748 12 658 78 0

都道府県 1,344 471 710 163 0

市町村 73 29 39 5 0

合 計 2,931 819 1,779 333 0

※7/27時点集計値

195
45%

192 
45%

45 
10%

0 
0%

判定区分Ⅰ

判定区分Ⅱ

判定区分Ⅲ

判定区分Ⅳ



２．平成２９年度点検結果について

（３）トンネルの点検実施状況
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資料２－２

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の
点検実施率

国土交通省 7 4 0 0 0 3 57%

高速道路会社 7 0 2 3 0 2 71%

都道府県 36 2 0 14 9 11 69%

市町村 4 0 0 1 0 3 25%

合 計 54 6 2 18 9 19 65%

（３）トンネルの点検実施状況

・東北（参考）

※数値は速報値のため変動することがあります

・青森県

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の
点検実施率

国土交通省 234 46 27 59 66 36 85%

高速道路会社 126 24 26 32 17 27 79%

都道府県 554 70 91 122 167 104 81%

市町村 159 33 16 20 35 55 65%

合 計 1,073 173 160 233 285 222 79%

※7/27時点集計値



２．平成２９年度点検結果について
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（４）トンネルの判定区分

H29点検結果（全道路管理者）

資料２－２

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 0 0 0 0 0

高速道路会社 0 0 0 0 0

都道府県 9 1 4 4 0

市町村 0 0 0 0 0

合 計 9 1 4 4 0

・東北（参考）

・青森県 （国土交通省） （高速道路会社） （都道府県） （市町村）

H29点検結果

0
0%

1
11%

4
45%

4
44%

0
0%

0
0%

0
0%

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 66 8 45 13 0

高速道路会社 17 0 8 9 0

都道府県 167 7 70 90 0

市町村 35 0 17 17 1

合 計 285 15 140 129 1

※7/27時点集計値
※数値は速報値のため変動することがあります

1 
11%

4 
45%

4 
44%

0 
0%

判定区分Ⅰ

判定区分Ⅱ

判定区分Ⅲ

判定区分Ⅳ



２．平成２９年度点検結果について

（５）道路附属物等の点検実施状況

19

資料２－３

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の
点検実施率

国土交通省 138 11 18 47 32 30 78%

高速道路会社 47 11 20 2 4 10 79%

都道府県 109 40 7 10 13 39 64%

市町村 34 27 0 2 0 5 85%

合 計 328 89 45 61 49 84 74%

・東北（参考）

・青森県

※数値は速報値のため変動することがあります

管理者 点検実施総数 H26点検実施数H27点検実施数H28点検実施数H29点検実施数H30点検計画数
H29迄の
点検実施率

国土交通省 1,034 17 60 471 302 184 82%

高速道路会社 879 159 349 119 108 144 84%

都道府県 1,022 133 230 231 229 199 81%

市町村 233 54 53 42 30 54 77%

合 計 3,168 363 692 863 669 581 82%

※7/27時点集計値



２．平成２９年度点検結果について
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H29点検結果（全道路管理者）

資料２－３

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 32 6 16 10 0

高速道路会社 4 0 4 0 0

都道府県 13 0 13 0 0

市町村 0 0 0 0 0

合 計 49 6 33 10 0

・東北（参考）

・青森県

※数値は速報値のため変動することがあります

（国土交通省） （高速道路会社） （都道府県） （市町村）

H29点検結果

（６）道路附属物等の判定区分

6
19%

16
50%

10
31%

0
0%

4
100%

0
0%

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 302 88 162 52 0

高速道路会社 108 9 93 6 0

都道府県 229 48 138 43 0

市町村 30 5 17 8 0

合 計 669 150 410 109 0

※7/27時点集計値

13 
100%

6 
12%

33 
67%

10 
21%

0 
0%

判定区分Ⅰ

判定区分Ⅱ

判定区分Ⅲ

判定区分Ⅳ



３．平成３０年度点検計画について

21
※数値は対象施設の撤去等で変動することがあります

資料３

・青森県

○ 橋梁・トンネル・道路附属物等の法定点検１巡目の最終年度
○ 平成29年度点検実施状況を踏まえて、取りこぼしがないよう確実に実施

※7/27時点集計値

1,178 

6 

89 

1,131 

2 

45 

1,843 

18 

61 

1,822 

9 

49 

1,087 

19 

84 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

橋梁

トンネル

道路附属物等

H26実施 H27実施 H28実施 H29実施 H30計画



４．平成３０年度活動計画（案）

（１）活動方針

資料４－１

①市町村の技術支援に重点
現地研修会（点検・診断） ～直轄主催の橋梁点検による現地実習
橋梁研修（点検・設計・施工管理） ～県主催の技術研修
「県内道路メンテナンス支援団」
⇒直接現地や役場に出向いて、市町村への技術支援を実施

②広報の拡充（情報発信）
現場見学会（点検実習、補修工事） ～高校生を対象とした体験学習
青森県版の道路メンテナンス年報を公表
県庁、市町村、道の駅でのパネル展示（展示会場を増やすなど拡充を図る）

③効率的に会議を開催
目的・内容に合わせて出席対象者を区別
⇒全体会議（８月）…管理職級、 全体会議（２月予定）・現地研修等…担当者級

県内全域からの集合に配慮
⇒現地研修会とこ道橋連絡会議、全体会議（２月予定）と道路鉄道連絡会議を同日開催 22



４．平成３０年度活動計画（案）

23

資料４－２

（２）活動全体スケジュール（青森県）

年度 月 会議開催 研修・講習会 技術支援 広報活動

2018
（H30）

4 道の駅、地下道でのパネル展示
（４月～）

5 道路メンテナンス会議
事務局会議(5/31)

6

7 橋梁初級Ⅰ（7/9～13）
橋梁セミナー（7/23～25）

8 青森県道路メンテナンス会議
(8/1)

トンネル初級（8/21～24）

9
橋梁初級Ⅰ（9/10～14）
既設橋の耐震対策講習会（青森
中央第三橋・9/25）
大規模修繕現場講習会

県版道路メンテナンス年報公表

10 県内道路メンテナンス支援
団（10～11月 依頼による ）

現場見学会（高校生）

11 青森県こ道橋連絡会議
現地研修会（直轄）
橋梁初級Ⅱ（11/12～16）

12 パネル展（県庁）

1

2 青森県道路鉄道連絡会議
青森県道路メンテナンス会議

次期５ヶ年計画

3
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（３）道路メンテナンス会議（青森県）
・８月１日

年間活動方針の決定
研修会等の年間スケジュール
広報スケジュール
こ道橋会議、鉄道会議に向けた作業確認
次期５ヶ年点検計画作成の作業確認など

・２月上旬（予定）
1巡目の点検実施状況
次期５ヶ年計画（案）、 その他伝達事項

４．平成３０年度活動計画（案） 資料４－３

（４）こ道橋連絡会議、道路鉄道連絡会議の日程・議題（青森県）
・こ道橋連絡会議

開催日程：１１月上旬開催予定
法定外施設のH30までの点検状況
こ道橋管理者からの要望事項等、 その他伝達事項

・道路鉄道連絡会議
開催日程：２月上旬開催予定
H29点検を受けての確認書の変更
鉄道管理者からの要望事項等、 その他伝達事項



①道路構造物管理実務者研修
〈東北地方整備局〉

対 象：自治体職員及び直轄職員

目 的：地方公共団体の職員の技術力育成のため、
点検要領に基づく点検に必要な知識・
技能等を取得するための研修。
（橋梁Ⅰ ⅰ期、ⅱ期は全国統一のカリキュラム。
同内容を２回開催予定）

【Ｈ３０年度研修（計画）】

Ｈ２９年度状況：延べ54名の地方公共団体職員（３２県市町村※１）が受講

研修名 開催時期 募集期間 募集定員 参加状況※２

橋梁初級Ⅰⅰ期 7/9～7/13 締切済 ４０名 ２９名

トンネル初級 8/21～8/24 ７/１９まで ２０名 １０名

橋梁初級Ⅰⅱ期 9/10～9/14 ７/１９まで ４０名 １６名

橋梁初級Ⅱ 11/12～11/16 ９/１４まで ４０名 １３名

※１ 重複計上あり ※２ Ｈ３０．７．２０現在

■地方自治体への支援（東北地方整備局主催：各種研修等）

25

資料４－４４．平成３０年度活動計画（案）

（５）技術力向上



４．平成３０年度活動計画（案） （既設橋の耐震対策講習会）

道路メンテナンス会議 開催日 開催場所 現場編（予定） 座学編

青森 平成３０年９月２５日（火） 青森県青森市 ［NEXCO管理］青森中央第三橋 アピオあおもり（青森市）

岩手 平成３０年10月4日（木） 岩手県盛岡市 ［NEXCO管理］雫石川橋 岩手河川国道事務所（盛岡市）

宮城 平成３０年10月２日（火） 宮城県仙台市青葉区 ［NEXCO管理］綱木川橋 宮城県分庁舎漁信基ビル（青葉区）

秋田 平成３０年１０月17日（水） 秋田県秋田市 ［NEXCO管理］吉田川橋 秋田河川国道事務所（秋田市）

山形 平成３０年９月２６日（水） 山形県山形市 ［NEXCO管理］中谷柏橋 山形河川国道事務所（山形市）

福島 平成３０年９月27日（木） 福島県郡山市 ［NEXCO管理］笹原川橋 ビックパレットふくしま（郡山市）

●既設橋梁における耐震対策の技術力向上を目的に講習会を行うものです
●座学は耐震基準の変遷、対策事例、基礎技術などを予定しております

26

資料４－４

（５）技術力向上



４．平成３０年度活動計画（案） （大規模修繕 現場講習会）

県別 路線名 ＩＣ間 橋梁名 実施可能時期

青森県 東北道 阿闍羅ＰＡ－大鰐弘前ＩＣ 梨子野木橋 ９月上旬～９月中旬

宮城県 東北道 築館ＩＣ－一関ＩＣ 三迫川橋 10月２５日（木）

福島県 東北道 二本松ＩＣ－福島西ＩＣ 大森川橋 10月上旬～11月下旬

福島県 東北道 二本松ＩＣ－福島西ＩＣ 松塚川橋 10月上旬～11月下旬

◆ 各県道路メンテナンス会議による大規模修繕工事の現場講習会の目的
東北道等供用開始して、32年～４３年経過、その間、交通量（大型）の増加、

冬季の凍結防止剤の散布により、床版コンクリ－トの劣化損傷が著しく発生。

その状況の中、橋面全体にわたり補修が必要となった。

メンテナンス会議を通じて、各地公体の技術者に損傷の状況及び補修方法の知識の
習得を目的とするもの。

27

資料４－４

（５）技術力向上



①現地研修会（点検～診断）

対 象：自治体職員（及び直轄職員）並びにコンサル
参加人数：30名程度
時 期：第３四半期（予定）
目 的：橋梁点検・橋梁保全の技術力の向上を目的に、

点検から損傷度の診断判定について研修

②橋梁研修（点検・設計・施工管理） ※県主催

対 象：自治体職員
参加人数：100名程度
時 期：点検 6月、橋梁設計 7月、補修設計 9月、

施工管理 11月、耐震補強設計 1月（計5回）
内 容：定期点検、新設橋梁・補修設計、補修工事の

施工管理、耐震補強設計に関する知識の習得

４．平成３０年度活動計画（案）

▲H29 現地研修会の様子

③現場見学会

対 象：工業高校生
参加人数：40名程度
時 期：第３四半期（予定）
目 的：将来の土木技術者となる高校生に対し橋梁

点検（叩き点検等）を実際に体験してもらい
老朽化の現状と対策などを認識してもらう

▲H29 橋梁研修の様子

▲H29 現場見学会の様子

（５）技術力向上（青森県）

28

資料４－４



資料４－５

（６）技術支援（青森県）

４．平成３０年度活動計画（案） （アドバイザーチームの設置）

道路施設の点検や保全関係の技術的課題に係る自治体からの疑問や相談に
対応するアドバイザーチームとして、『県内道路メンテナンス支援団』を設置。
直接現地や役場に出向いて、市町村への技術的助言・支援を行っていきます。

市町村管理の道路施設（橋梁、トンネル、附属物、舗装、土工等）

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

技
術
相
談

支
援

支援目的・内容

定期点検促進
相
談予防保全、修繕に

係る技術的課題
の解決

例えば、
○点検要領の具体的説明会をしてほしい
○遠方の研修には全員参加できない。
でも点検の仕方を指導してほしい。

○補修の優先順位を付けるための知恵を貸してほしい
○職員の勉強会を役場で開催したい
○劣化状況を見に来てアドバイスしてほしい

などなど

県内道路メンテナンス支援団

29
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資料４－６

（７）広報（青森県）

４．平成３０年度活動計画（案） （メンテナンスの「見える化」）

青森県版道路メンテナンス年報

発表の趣旨

内容（案）

公表時期

○道路メンテナンス会議設立から節目となる５年目を迎え、道路施設の現状やこれまで実施し
てきた道路メンテナンスに関する取り組み等を情報発信（見える化）

１．道路メンテナンス年報の概要
２．道路施設の状況
・県内の道路施設の概況
・点検実施状況
・点検結果と県特有の損傷傾向
・修繕・措置の状況

３．道路メンテナンス会議の取り組み
４．その他

○平成３０年９月下旬目標



平成３０年度 イベントにおける広報活動（予定）
・イベント等が開催された場合、パネル展を併せて展示する予定。

H29年度 展示会場

平成３０年度 パネル展 実施方針
○施設点検結果を踏まえ、老朽化の特徴や長寿命化に向けた取組みについて広報パネルを作成する。
○県庁や市町村役場、県内「道の駅」において、展示会場を増やすなど広報の拡充を図る。
※道の駅はH29からの展示継続箇所に加え、未展示施設を対象にパネル展示を進める。
○自治体施設内など、住民が広く利用する「公共スペース」活用を引き続き検討する。
○各関係機関におかれましては、パネル展示場所の確保について、ご協力をお願いします。

４．平成３０年度活動計画（案） 資料４－６

官公庁 青森県庁
十和田市民
交流プラザ

道路
施設等

古川地下道
長島地下
駐車場

観光物産館
アスパム

道の駅 奥入瀬 はしかみ ろくのへ なみおか 浅虫温泉
▲青森県庁ロビーでの展示状況 ▲観光物産館での展示状況

（７）広報（青森県）

老朽化パネル展

○ 道路施設老朽化の現状や対策などについて、一般向けの広報として『パネル展』を開催する。
○ 前年度は、県庁、市役所、地下道、道の駅、県主催のイベントにおいて、パネル展示を実施した。

31



５．取り組み事例紹介 資料５－１

32

５－１．青森市における長寿命化計画の内容、点検計画の進捗状況
５－２．点検の進捗状況及び結果
５－３．長寿命化計画に基づく修繕等の主な事例 （跨線橋）

○ 青森市の事例

○ 横浜町の事例

５－４．横浜町における長寿命化計画の内容、点検計画の進捗状況
５－５．点検結果、修繕計画の進捗状況について
５－６．長寿命化に基づく修繕等の主な事例 （稲荷橋）
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○長寿命化計画（橋長１５ｍ以上の橋梁）の内容（Ｈ26年3月策定）

①【背景】
◆橋長１５m以上の道路橋は、高度経済成長期（1955～1975年）以後に集中的に整備され老朽化が急速に進行
◆市の財政的な制約がある中で、効率的かつ計画的な維持管理・更新が重要な課題
◆これまでの事後保全型の維持管理では、今後の更新費用が集中的に発生し市の財政に大きな負担が想定

②【目的】
◆橋梁アセットマネジメントを導入し、予防保全型の維持管理・修繕を行うことにより、今後集中が予想される更新費用の
平準化や維持管理コストの低減と交通の安全性確保及び第三者への被害防止を図る

③【基本コンセプト】
◆「市民の安全安心な生活を確保するため、健全な道路ネットワークを維持します」
◆「これまでの維持管理の常識から転換します」（事後対策から予防保全とし、将来にわたる更新コストを最小化）
◆「社会資本の更新コストの大幅削減を実現します」

④【橋梁の現状】
◆道路橋梁数 １２８橋

橋梁竣工年度の分布 竣工後経過年数別の割合 構造形式別の割合

資料５－１５－１．青森市における長寿命化計画の内容、点検計画の進捗状況



５－２．点検の進捗状況及び結果

単位：（橋梁数）○道路橋の点検進捗状況

※管理施設数はH26年3月の計画策定時から移管等により変更になっています

○道路橋の点検結果 単位：（橋梁数） H２６～２９ 点検結果

H26～29
点検実施数

判定区分
Ⅰ

判定区分
Ⅱ

判定区分
Ⅲ

判定区分
Ⅳ

跨道橋 緊急輸送道路を跨ぐ 19 9 10 0 0

跨線橋 ＪＲ、JR貨物、青い森鉄道 5 0 2 3 0

その他 河川、水路等 112 34 41 37 0

合　計 136 43 53 40 0

その他 河川、水路等 310 64 235 11 0

合　計 310 64 235 11 0

合　計 446 107 288 51 0

全橋梁

道路橋下状況

橋長15m未満の橋梁

橋長15m以上の橋梁
43橋
32%

53橋
39%

40橋
29%

0橋
0%

64橋
21%

235橋
76%

11橋
3%

0橋
0%

107橋
24%

288橋
65%

51橋
11%

0橋
0%

判定区分Ⅰ

判定区分Ⅱ

判定区分Ⅲ

判定区分Ⅳ

橋長15m以上の橋梁

橋長15m未満の橋梁

全 橋 梁

実施数 進捗率 実施数 進捗率

跨道橋 緊急輸送道路を跨ぐ 19 0 5 10 4 0 19 100% 19 100%

跨線橋 ＪＲ、JR貨物、青い森鉄道 9 0 0 3 2 4 5 56% 9 100%

その他 河川、水路等 117 0 35 73 4 5 112 96% 117 100%

合　計 145 0 40 86 10 9 136 94% 145 100%

その他 河川、水路等 353 0 0 154 156 43 310 88% 353 100%

合　計 353 0 0 154 156 43 310 88% 353 100%

合　計 498 0 40 240 166 52 446 90% 498 100%

橋長15m以上の橋梁

橋長15m未満の橋梁

道路橋下状況
管理
施設数

H26点検
実施数

H27点検
実施数

H28点検
実施数

H29点検
実施数

H30点検
予定数

H29迄の点検 H30迄の点検見込

全橋梁
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５－３．長寿命化計画に基づく修繕等の主な事例

■橋梁（跨線橋）補修工事の実施例
◆橋梁概要

橋梁形式：鋼合成Ｉ桁橋
竣 工：昭和47年[1972年（補修時築43年）]
橋 長：220.7ｍ（12径間）のうち跨線部31.0ｍ（1径間）

◆事業概要
工事期間：Ｈ27～Ｈ29年度
全体事業費：約6.6億円（大規模修繕・更新補助制度を活用）
補修内容：塗替塗装工（桁、防護柵）

ｺﾝｸﾘｰﾄ補修工（橋台2基、橋脚11基、床版、地覆）
支承補修工、伸縮装置取替工、橋面防水工、舗装打替工

◆現場状況等

●跨線部
①鉄道事業者が2者（JR貨物、青い森鉄道）

②市発注による施工（鉄道特異工事登録業者）

③有資格者の配置（線路閉鎖責任者、停電責任者、工事管理者等）

④施工時間の制約
補修に必要な吊足場・橋脚枠組足場の施工時に架線との離隔
（2ｍ以上）がとれないため、き電停止が必要
→通常ではき電停止間合いが45分程度（実作業時間30分程度）
しか確保できず、足場施工が困難な状況

ゴールデンウィーク（4日間）及びお盆（3日間）にき電停止間合い
約5時間/日が確保でき、足場施工が可能

⑤工事スケジュール
1月：工事発注（繰越工事）
ＧＷ：足場の設置（き電停止必要）
ＧＷ～お盆：補修工事の実施（き電停止不要）
お 盆：足場の撤去（き電停止必要）
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５－４．横浜町における長寿命化計画の内容、点検計画の進捗状況

〇長寿命化計画の概要
●橋梁管理数 １５橋 コンクリート橋１０橋 鋼橋５橋
●H２８年度法定点検に基づき１５橋橋梁点検済み
次回点検をH３３年度に実施予定

〇長寿命化計画の背景や目的
● 現在横浜町においても橋梁の高齢化が進行しています。よって今後橋
梁補修、架替などの費用がこれまで以上に増大することが予想され、こ
れまで通りの対策方法では適切な維持管理をすべての橋梁において実
施することは困難となることが予想されます。そのため町が管理する橋
梁においても、長期的な視点から橋梁を効果的・効率的に管理し、維持
更新コストの最小化・平準化を図っていく取り組みとして「橋梁長寿命化
計画」を策定しました。

● 横浜町橋梁長寿命化計画策定にあたっては、ブリッジマネジメントシ
ステム（ＢＭＳ）を用いて、劣化予測、ＬＣＣ算定や予算シュミレーション
等の分析を右図フローのとおり行っています。

● ライフサイクルコストを最小化することを目標とした長寿命化計画を策
定することにより、予防保全的な考え方を取り入れ、計画的に対応してい
くこととしています。

コンク

リート橋

N=10橋
67%

鋼橋
N=5
橋

33%

橋梁別割合

対象橋梁
N=15橋
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５－５．点検結果、修繕計画の進捗状況について

Ⅰ, 5, 
42%

Ⅱ, 1, 
8%

Ⅲ, 6, 
50%

Ⅳ, 0, 
0%

Ｈ２１．２３点検

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅰ, 5, 33%

Ⅱ, 6, 
40%

Ⅲ, 4, 27%

Ⅳ, 0, 0%

Ｈ２８点検

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

◆Ｈ２８時点での判定Ⅲが２７％（４橋）、Ⅱが４０％（６橋）、Ⅰが３３％（５橋） （全１５橋点検結果）
（Ⅲのうち１橋はＨ３０現在補修完了済）
◆経過年数に比例し判定区分も低下。また、飛来による塩分や融雪剤の塩カルによる損傷が
見られる
◆長寿命化計画に基づきＨ２２～補修、架替工事着手
・現在５橋の補修工事が完了済み
・主な修繕計画内容としては上部工塗り替え、支承交換、橋台断面修復、伸縮装置交換、上部工
架替等

〇橋梁の老朽化の現状
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５－６．長寿命化に基づく修繕等の主な事例（稲荷橋：上部工架替、下部工補修）

〇橋梁概要
町道鶏沢有畑線 稲荷橋
上部工：鉄筋コンクリートＰＣ桁
下部工：重力式、杭基礎
橋長：１８．６ｍ 幅員：５．５（６．５）
竣工：昭和５１年築４２年
〇修繕箇所
下部工：断面修復工、表面保護工
上部工：桁制作工、支承設置工、床板横組工、床板防水工、

橋面舗装工、伸縮装置設置工、排水設備工、地覆工、
高欄設置工

〇経過
Ｈ２１長寿命化策定に係る橋梁点検にて損傷確認、判定Ⅲ
Ｈ２２重量規制の開始（１４ｔ） Ｈ２８橋梁点検で判定Ⅲ
Ｈ２８橋梁補修調査・設計 Ｈ２９～Ｈ３０橋梁架替工事
〇工法検討の背景と効果
◆上部工ＰＣ鋼材の腐食、コンクリートのひび割れや剥離の状況
から健全度が加速期後期～劣化期と考えられるため、補修工法
での対応は困難
◆下部工の鉄筋腐食に伴う損傷等は見られなかったため、補修により再利用が可能
◆更新を上部工のみとし下部工は更新から補修に変更することで、事業費を約2/5削減
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